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文段認定の一基準（Ⅰ）   
一接続表現の統括－  






















統括の定義 O「統括」とは，文章を構成する文の連続において，一つの  
文が意味の上で文章全体を締めくくる段割を果たしていることが言語形   
佐久間 まゆみ  
式の上でも確認される場合，その文の意味上形態上の特徴をとらえて文  
章の全体構造における統一性と完結性とを根拠づけようとする文法的観  




記した略称7）を用いる。   
（1）冒頭統括（頭括式）（2）末尾統括（尾括式）（3）冒頭末尾統括（両括式）   





























（1慣開型・反対型・累加型…▲ ・・末尾統括（尾括式）   
（2‖司格型・補足型……………………冒頭統括（頭括式）   
（3聞■比型・転換型・‥‥・   ・＝零記号統括（雫括式）   （p．327）   
ただし，「累加型」と「転換型」についてほ，本文中に異なる統括方式の指摘  
がある。   
（3）累加型 本質的には全体として「零記号統括」として考えてよい。しか  
し，展開型と同様，最後に統括機能を持つ文が置かれる可能性も強い。   
（7】転換型 本質的には統括と関係がない。しかし，転換型の連接がいくつ  
かの文連接の冒頭に置かれるか，中間に置かれるか，末尾に眉かれるかに  
よって，「冒頭統括」にも「中間統括」にも「末尾統括」にもなる可能性が  
ある。  （p．321～2）   
ここでほ，1）永野の文の連接関係の妥当性，2）文段の中心文による統括方式  








粉薬を飲むのがへたです。だから，いつもオブラートを使うこ  （3）ぼくは，   






ほ種類の違う連接関係として考えたい。3例の共通点は，いずれも後文の統括   
















塵旦。   
（6）①堅塁点争．⊆≧三あ旦。②一つほ経費の問題である。③一つほ時間の問題  













































ほないことを示す。   
→方，西田竃敏（1986）ほ，「文章展開における先行文から後続文への文脈の   
佐久間 まゆみ   
〔表Ⅰ〕文の連接関係の基本的類型（市川1978：8g～93参頗）  
40  
節  連接類型  下位区分  主な接続表現の例  
1．順接型  ①順当  だから・ですから・それで・したがって・そこで・その   
A  ＝前文を条   ため・そういうわけで」それなら・とすると・してみれ  
件とする煽  ほ・では（仮定的な意）   
②きっかけ           己F旧  結を後ユニに   すると・と・そうしたら   
③結果   かくて■こうLて・そのけっか  韓  述べる。 ①→②        ④目的   それには・そのためには
しかし・けれども・だが■でも・が」といっても・だとし   
結  2．逆接型  ⑤唇礼    田  ＝前文の内  単純な逆腰  ても（仮定的な意）  
容に反する  ⑥背反・   それなのに・しかるトこ・そのくせ・それにもかかわら   
関  内容を後文  くいちがい  ず   
係  に述べる。  ⑦意外・   ところが■それが   
①Z②  へだたり  
3．添加迅⑧累加，  そLて・そうして  
＝前文の内 単純な添加  
容に摂する⑨序列  ついで・つぎに  
B                ことを複文 麿一迫加  それから・そのうえーそれに・さらに・しかも   
に述べる。魅＼一 r  また・とど じに  
多  そのとき・そこへ・つぎのしゅんかん  
というより・むしろ」まして・いわんや  
角 的  いっぽう・たほう・それにたいし」ぎゃくに・かえって」   
連  そのか貪っり  
＋い÷  ⑮選択  それとも・あるいは・または  発売  
ところで・ときに・はなしかわって  
関 係   やがて・そのうちに  
転じた別の  歯課題  さて」そもそも・いったい  
内容を複文  ⑲区分  それでは・では  
に述べる。蜃放任   ともあれ・それはそれとして  
①J②   
すなわち・つまり・ようするに・かんげんすれば・     いいかえれば     たとえば・げんに」とりわけ・わけても」     せめて・すくなくとも  
C  （肯定と否定の置き換え）  
拡  
7．補足型  ⑳根拠づけ  なぜならtなんとなれば・というのは  
充                                   ＝前文の補  ⑳制約   ただし・もっとも・ただ   
的  なお・ちなみに  
述べる。  （倒置的形式）  ∠ゝ  
成  
臥 連鎖型  ⑳連係   （解説付加・見解付加・前置き的表現との連係・  関   など   
係  接結び付く  ⑳引用関係  （他の文と会話文の関係など）  
内容な後文  ⑳応対   （問答形式） 
に述べる。  























1．該当段落文  2．結論文  3．漸層文  4．実体文  5．解説文  
6・添加文 7・継起文 8．列挙文 9．（転換文）   （p．87）   
松下は，さらにこれらの「位置構造と包摂横道を組み合わせて」，8種の段  
落の「二者構造」を設定している。   
①前置・結論  ②前置・漸層  ⑥形式・実体  ④主体・解説   




を「主題文」と呼んでいる。   








⑦列挙  （p．90）   
松下は段落の全体構造を文章の全体構造に類似する方法を用いて記述する。  
① 段落の全体構造を単一段落と分析段落に分ける。  
② 分析段落を包摂段落と並立段落に分ける。  
③ 包摂段落を冒頭包摂段落と末尾包摂段落に分ける。   
松下は「連接関係ほ連接語と段落の実質意味が担当する。」としているが，  
「連接副詞」のような連接語を持つ段落ほ案外少数であるところから，これを  
基準に段落の連接関係を考察する方法にほ問題があると指摘している。   
松下の用いた月刊誌『文芸春秋』13）の約2100の段落中，〔連接副詞」のある  
段落は172例で，全体の約9％しかなく，大半ほ「逆接」のものだったという。  














末尾統括（尾括）   










末尾統括（尾括） （p．12）   
塚原は，「段落相互の基本関係」を，8種類の連接関係から分現している。   

























心文を見いだしたり，繰り返し語句をおさえたりすることによって，段落   
佐久間 まゆみ  
の中心的内容をかなり客観的1こ要約する（または，要約文として表す）こ  
とができるであろう。  （p．128～9）   
市川説でほ，段落の内部構造に関して「統括」の観点を導入しているわけで  
はないが，文章全体の構成の形式について，「統括機儲」の有無から次の2頻  





〔ユ）中ほどで統括するもの（中括式）－全体は三段に分かれる。   
（b）全体を統括する（）段落をもたないもの（非統括型）。  










に際して，「提題表現と叙述表現を備えた文で，周辺の文よ りも相対的に統括  







ではないかということである。   






1 内容をまとめて述べるヌニ  
つまり，要するに，まとめて言えば，結局，要約すると，すなわち  
を頚に持つ文。  
2 問題提起と結論を含む文  
なぜ・・・か，‥・が問題である．問題は‥・である，…を考えてみよう，  
などを持つ文。  




4 定義・命名を行う文  
…を＝・という，‥・とは・‥のことである，・‥を…と定義する  
5 例示の「例えば」「例を示す」などの表現の直前iこ，何についての例  
示かを示す重要な文がある。それを抽出すると，それがキーセンテンス  












からも，これは，当然予想される。   
佐久間 まゆみ  46  
5．文の連接関係と文段の統括  





段落は，小主題によって統一される必要があり，それは一つの文，つまり   
トピック・センテンス（小主題文）に要約されるものでなければならない。  





（森岡説）  （永野説）  
a．最初  ・ （1）冒頭統括 （頭括式）  
b．最後および中間  ・ （2）末尾統括 （尾括式）  
・ （4）中間統括 （中括式）  
C．表面にあらわれぬ場合・…‥   ・ （5）零記号統括（零括式）  













































5．2．中心文の種類と連接関係による統括方式   













が含まれることもある。  （p．127）   
［要約的中心文］一つの段落の中心的内容を要約的に示している文。繰り  
返しの部分，付加的な部分を除いてとらえられる。  




































②③との問にも同様の関係が見られる。   
接続表現の統括按能は，掟層表現や中心文の統括方式を外側から示唆するも  
のとして見ることもできる。逆に言えば，中心文による統括椋能の流れが接続  







5．3．中心文の統括横磯と接続表現の閑適   
樺島（1983）による「キーセンテンス」のリストにほ，接続表現を含むものが  
あったが，ここでは，中心文の統括轢縫を整理し，その出現位置の遠いがどの  
ように接続表現の連接関係と関連するのかを検討する。   
市川・樺島の指摘から，すでに「同列型」「順接型」「補足塾」「連鎖型」の   
0  佐久間 まゆみ  
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である。）   
a．同列型  p⊃q，p⊂q  （頭括式，尾括式）＊   
も．順接型  p⊂q  （尾括式）   
c．補足型  p⊃q，p⊂q  （頭括式，尾括式）＊   










ろ「文政」に近い概念であることからもわかる。   
1．パラグラフの話筒を提示する楔能   
文段認定の一基準（Ⅱ）  51  
2．パラグラフを開始または終了させる機能  
3．パラグラフの論述観点を指定する秩能  
4．パラグラフの構造を指定する軽蔑  （p．36～7）   
野村はそれぞれのパラグラフに典型的な文の叙述表現の種規を掲げているが，  
本稿では接続表現にかかわる中心文の焙能として次の3類10種20）を設けた。   
1．話題を開始する礫能・…・・・…・・転換型  
2．話厨を展開する礫能  
a．話題を続ける機能・・・■  ・・＝‥添加塾・順接型・逆接型  
b．話題を変える揆能・・‥  ・…・・ 転換型・逆接型・対比塑  
c．話題をさしはさむ機能………・＝逆接型・転換型  
d．話題をもとに戻す機能‥・・ ‥・ 転換型  
e．話題をさえぎる機能‥・・■・・・・ 逆接塾・補足塾  
f．話題をうながす機能‥・■ ‥‥＝ 添加塑・順接型  
g．話題を言い換える機能‥‥・…・・添加型・補足型・同列型  

















f．中心文の中心になる考えほ性質が一様でほない。   
さらに，中心文の性質の違いを次の6項目に整理している。   
佐久間 まゆみ   
（1）その段落の初めで取り上げる話題をたんに予告するだけの中心文。   
（2）その段落の初めで内容の概括をする中心文。   
（3）その段落の初めで内容のかなり抑かな予告をする［トb文。   
（4）段落の初めの修辞法的な疑問文の中心文。   
（5）その段落の終わりで内容の要約をする中心文。   












と考えられるように思  中に文学を作る」という意味をもったことば  
±。④「心の中に文学を作る」   といいますと，詩や短歌や俳句や，  琶た小  
説などを書く，つまり「創作する」ということばと同じだと思われるかも  
しれませんが，それより廷なお広い意味をもつと私埋思います。⑤もちろ   
ん，「創作する」ことも「文学する」ことのなかに含まれますが，「創作   
する」こと塑「文学する」ことではありません。⑥たとえば，ある作  
品を読んで，その作品に感動した重畳，読者の心の中にすでに「文学する   
心」旦壬生まれていると，わたし昼考えます。（田宮虎象「文学する心」）  





式」として押さえるだけで十分かどうかは，さらに検討しなければならない。   
童窟表現の統括から見ると，文①と④の統括機能が日立つ。これに対して，  























上の2例は，いずれも1文1段落の形式であるが，（10）は「トコロデ」，（11）   
















なる。   
（a）前後の文（あるいは節）相互を直接，論理的に関係づける形式。  
①接続詞を用いる。  ②接続詞的概能を持つ語句を用いる。  
（力 接続詞的に用いられる副詞・名詞。  
（イ）接続詞的に用いられる連語。  
③接続助詞を用いる。 ④接続助詞的機能を持つ語句を用いる。   
（c）その他の形式。   ⑧前後関係を説明する表現を用いる。  








もよい。」「一言でいうならば」（同列型の換言） →「イイカェレ／ミ」  
O「これは次のような理由による。」「なぜこのようなことになったか  
といえほ」（理由・原因の補足） →「ナゼナラ」  （p．55）   









（16〉 え，一つの例をちょっとご紹介したいと思うんですが，  
（NHK8「テレビコラム」）一→「タトニパ」（同列型・例示）  
（17）で，このように見てまいりますと……。（NHK5「テレビコラム」）  




（18）そして第二に，一茶ほ維然坊以来の口語俳諾の流れを汲むのだから，   
子供の話しことばを写すのは極めてあり得ペきことである。（丸谷才一，   
「選べや」）  ［添加型＋添加型］  
（19）だからそう考えていくと，日本酒は世界でも珍しい酒であり，稀れな  
ものなのであると思えてくるのである。（開高健，「いいサケ，大きな  
声」）  ［順接型＋順接型］  
（20）ところがまた，方言に古語が残っていることほすこぶる多い。（丸谷，   




（22）けれど，それにしても，帰り懐がすさまじい。（開高，「男・女・事前   
・事後」）  ［逆接型＋転換型］  
（23）いずれにしても，しかし，それは読みかえることができるのである。   
（開高，「わが声，わが字」）  ［転換型十逆接型］  
（24）だからつまり，年賀状などという虚礼も成り立つわけである。   
（井上ひさし，「謹賀新年」）  ［順接型＋同列型］  
（25）あるいはまた，東京に出ているときに，大地震に遭遇するおそれもあ   
6  佐久間 まゆみ   
れば，新幹線の大事故につきあってしまう可能性もないとはいえない。   
（井上「四百四病」）  ［対比型＋添加塾］  
（26）こんなにややこしくては，詠み込み和歌でも作ってもらはない限りと  
5  
なぜこんな話をはじめたかといふと，先臥 高知   ても覚えられないが，  
へ行ってシソマイといふ出世魚の刺し身を食べたからだ。   
（丸谷，「出世魚考」）  ［逆接型＋補足型］  
（27）そしてさらにまた出馬族は世間でもよく知られるように西瓜を食する  
場合にとても便利である。（井上「出歯礼賛」）  























（39）互生些■…＝。（星，「ノックの音が」）   
（40）たとえだ－。（井上「夫婦円満」）  
文段認定の一基準（Ⅱ）   
これらの表現ほ，いずれも，書き手（あるいほ話し手）が一文一文を続けて，  
一まとまりの文章として表現する際の「道標」のごとき役割を果たす“discourse  












が少L横に  れたが，私が特急などより停車駅を沢山持つ急行や鈍  




な剛の者でも命は惜しい，それが自然な人情である。   
（井上，「卑語運動」）  
（44）前回にひきつづき，私の古ぼけたノートから，  めぼしいアイデアを珪  











する形で，後件の話題を引き出す対比型の一種ともいえるが，話題を変える転   
佐久間 まゆみ  58  
換型や補足型のような用法も重なっている。  
6．2．接続表現の連接類型による文段の統括方式   
接続表現を市川の文の連接類型によって分類し，各類型ごとに統括関係を検  
討し，文段の統括方式を整理してみる。前述した永野の「連接論にかかわる統  





式に焦点を当てて，整理してみた。   
Aの3類型ほ，特に問題はなく，永野説と一致する統括方式になる。   
A①順接型 【 尾括式 ②逆接型一尾括式 ③添加型一零括式・尾括式   
Bの連接類型については，さらに検討の余地がある。下線を引いた類型ほ新  
たに付け加えたものだが，実例によって考えてみよう。   
B④対比型零括式・塁匝式 ⑤同列型頭括式・星空萱式・塁重量   
⑥補足型「一層括式・星整式 ⑦転換型一頭括式・中括式・尾括式・  
翠墜茎 ⑧連鎖型一塁廷墓・塁墜式・塁堅塁   
ここで，問題になるのほ，文の連接関係は前後2文の間だけの論理的関係を  
示すものであるため，必ずしも文段の構造類型をすべて網羅するわけではない  




















1一月なら七十杖足らずだから，大したことはない。③立上  ろ私がいかに  









（49）①年をとるとt 思い掛けないことが気になりだすものだ。②たとえば   
先頃亡くなった武田黍淳さんの追悼号に奥さんが，武田ほ無駄づかいを  
しなかったのでお金の心配はせずに病室は特等宝を借りられたというの  













（51）①よく考えてみると，北を向いているつもりで，じつは南を向いてい   




た太陽が北をぐるっとまあって西へ入る。③日本のように北半球だと，   
東から昇った太陽は南をまわって西へ沈む。④正反対だった。⑤小学生   














































（55）①まだ不  余っているので，「いろは」にかけて即席のなぞを→つ。  
②「いろほにほへととかけてわが家の家計のごとく」。③心ほ「散りぬ  
る」前だ。   
④まだすこし紙数が余っているので「いろほ」と関係のないなぞなぞ  
を附掛こつけよう。⑤「来年の生活とかけて糊のきいたワイシャツとと  
く」。⑥「心ほコワゴワ」   
⑦まだわずかに紙数が残っているのでなぞなぞの第二附録。   
⑧「今年の庶民生活とかけて水俣病患者の病状ととく」。⑨「心は，  





れ連鎖型の［引用関係］と［連係］で，添加型の文〔説 ④，⑦を中心文とする  
文段を成立させる。文⑪ほ，「ソレデノ、」という転換型の連接関係によって，  
文⑲を尾括式で統括する。文⑲は，文頸でほ添加型のように書き出しているが，  
文⑪から文脈が転換している。   
佐久間 まゆみ  
［図4］例（55）の文の連接関係による統括図   
6．3．接続表現の統括の機能領域と文段の区分の重層性   
例（40）は，接続詞のみで1文となるものであったが，ここでほ，接続表現の  
統括機能の及ぷ範囲（機能領域）と文段の区分の重層性について検討する。  
「うちほ夫婦円満で…… 」などというのは禁句であ  （40）A①日本語では，   
旦。   
B②「あいつ，手放しでのろけてやがる。馬鹿じゃなかろうか」と陰  
で言われるにきまっているからだ。   
C③「いやもううちの女房ときたらひどいもので，まあなんとかかん  
とかやっていますよ」   
D（妄こう答えてにやにやしているのが，利口な態度というものだろう。  
ひどい女房だからこそ円満に行っている場合もあるので，  E⑤しかし，   
わが家などはその典型である。   
F⑥たとえば一。⑦この三月二十一日の執 私はさる出版社の会議  
室からふらふらしながら帰ってきた。⑧前説 女房から．  
「明日は午後一時十二分発の新幹線ひかり号で名古屋へ行ってください。  
（省略）   
R⑨わたしほ売り場の電話を借りて女房を怒鳴りつけた。⑲蚕，間違  
いや勘ちがいも，ここまで徹底すると滑稽至極，怒鳴っているうちにわ  
結構たのしく笑って暮らして  たしは笑い出していた。⑮こんなわけで，  
⊥」：、・   
文⑥の「タトユバ」の統括機能の及ぷ範囲をみると，後件の機能領域はおそ  
らく末尾部のR段落の最終文⑪まで及んでいる。前件としてほ，文⑤からが一  
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いうことにも若干触れたが，文章の展開校能による文段の分類や文段の相互閑   
佐久間 まゆみ  
係から生じるより複雑な統括方式の検討など，残された課題ほ少なくない。ま  
た．接続表現の明示されない文間文脈の連接関係の判定方法も大きな課寮の一  






































は「前の文の内容を受けて，彼の文でいろいろに展開させる関係」と，曖昧に定   

















（17）“Key Sentence”は，「トピック・⊥ヒ：／テンス」と同種のものとして扱われる。  






（20）藤村・佐久間（1990）による「ケース2 経緯表現（2）」参照。  
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